
事務事業評価シート（総括表）

事務事業 126 ものづくり産業支援

章 4 にぎわいと魅力あふれるまち

大項目 02 活力ある地域産業づくり

施策 02 地場産業の振興

事業内容

目的
　新宿区の製造業・情報サービス業等の活性化を図ります。
　新宿区の産業の実態を把握し、産業振興施策について検討します。

対象・手段

　新宿区の製造業・情報サービス業等を営む中小企業・団体・グループ等に対して、新製品開発・技術開
発・販路開拓等の事業の費用を一部助成します。
　平成19年度に策定した『新宿区産業振興プラン』に基づき、ものづくり産業支援委員会の中でより効果
的な「ものづくり産業支援策」を検討していきます。

成果（事業が意図する成果）

　ものづくり産業を営む中小企業等を支援することで、地域産業の活性化が図られます。
　ものづくり産業支援委員会において、時代の変化に合わせた支援施策を検討し地域産業の活性化に繋げる
ことができます。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

ものづくり産業支援事業補助金
交付申請件数

ものづくり産業支援事業補助金の交付申請
件数

（ 平成19 ） 年度に

（ １０件 ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

成果の達成状況

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

事
業
成
果
指
標

目標値１① 件 0.00 20.00 10.00 10.00 ※「ものづくり産業支援
事業補助金交付申請件
数」については、１７年
度のものづくり産業支援
委員会の実績評価を踏ま
え、より効率的・効果的
な補助金活用を図るた
め、１８年度から目標値
を１０件に修正しまし
た。

実績１② 件 0.00 13.00 7.00 6.00

③＝②／① ％ 0.00 65.00 70.00 60.00

目標値２④ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績２⑤ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑥＝⑤／④ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

目標値３⑦ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績３⑧ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑨＝⑧／⑦ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

事業の実施内容

平成18年度
「新宿区ものづくり産業支援事業補助金」交付（５件）
「新宿区産業実態調査」の内容を検討、実施

平成19年度
「新宿区ものづくり産業支援事業補助金」交付（５件）
　ものづくり産業支援委員会において、「新宿ものづくりマイスター認定」制度を検討



部名称 地域文化部 課名称 産業振興課

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事業費⑩ 千円 0 5,046 19,324 4,048

人件費⑪ 千円 0 0 10,960 8,260

事務費⑫ 千円 0 13 10 0

減価償却費等⑬ 千円 0 0 0 0

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円 0 5,059 30,294 12,308

受益者負担⑮ 千円 0 0 0 0

純計⑯＝⑭－⑮ 千円 0 5,059 30,294 12,308

受益者負担率⑮／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

財
源
内
訳

一般財源⑰＝⑯－⑱
千円

0 5,059 30,294 12,308

特定財源⑱ 0 0 0 0

一般財源投入率⑰／⑭ ％ 0.00 100.00 100.00 100.00

職員
常勤職員

人
0.00 0.00 1.00 1.00

非常勤職員 0.00 0.00 1.00 0.00

事業に関する検討課題

　募集時期を早め対象企業の募集期間を延長するなど、募集企業数の増加を図る必要があります。また、実
施期間を年度内で終了する事業を募集することが企業の活動実態とのズレがある中で、事業効果を上げる方
法や事業価値を高める方法を検討する必要があります。
　また、地場産業を含め地域のものづくり産業の支援施策を「ものづくり産業支援委員会」で検討する必要
があります。
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達成度 2
　ものづくり産業支援事業補助金は、６件の応募があり、５件に対して補助金を交付し
ました。また、産業振興施策の一つとして「新宿ものづくりマイスター認定制度」につ
いてものづくり産業支援委員会で検討を行いました。

実施の成果 3
　補助事業者から提出を受けた実績報告書及びものづくり産業支援委員会での実績報告
のヒアリングにより支援企業すべてについて、計画どおりの成果が認められました。

効率性 3
　ものづくり産業支援事業補助金交付の審査･効果の検証 及び「新宿ものづくりマイス
ター認定制度」について、ものづくり産業支援委員会で検討し、効率的な実施を図りま
した。

行政の関与 3
　区内中小企業が行う新製品の開発等のチャレンジに対し、事業補助を区が実施するこ
とは、ものづくり産業の活性化を図るために必要です。

妥当性 2
　ものづくり産業の支援事業として、販路拡大事業や新製品開発等の事業補助をするこ
とで、産業の振興が図られます。
　また、更なる産業振興のため施策等を検討する委員会を設置することは、適切です。

施策寄与度 2
　17年度から「ものづくり産業支援事業補助金」を継続して実施することで、15の中小
企業を支援し、地域経済の活性化に繋がりました。また、委員会で「産業実態調査」を
検討し、調査結果を「産業振興プラン」作成に繋ぐことができ、施策に寄与したといえ

総
合
評
価

　19年度は、5社への事業補助を実施し地域経済の活性化を促し、｢新宿ものづくりマイス
ター認定制度｣を地場産業も含め検討することで、ものづくり産業等に新たな振興のきっ
かけを作ることができ、概ね計画どおり実施したのでＢと評価します。
　また、３年間の実績では、Ｂと評価します。１７年度から開始した「ものづくり産業事
業補助」により15社を支援し、「ものづくり産業支援委員会」で産業実態調査内容の検討
を行い、調査実施に繋げるなど、様々な支援施策を実施することができました。

※

Ｂ
過年度評価

18年度 Ｂ
17年度 Ｂ
16年度 　
15年度 　

改
革
方
針

　今後も第一次実行計画「81②ものづくり産業支援」として補助事業を行い、効果的な事
業活用方法として募集時期を早め、年間を通して助成事業のＰＲを行うなど改善して実施
していきます。
　また、ものづくり産業支援委員会では、「新宿ものづくりマイスター認定制度」の検討
の中で、地場産業の染色、印刷製本業に加え、その他のものづくり産業を含めた地域産業
の振興を図るための制度を確立していきます。

方向性

※

2

手段改善
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